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１．一般国道４７４号 三遠南信自動車道の事業概要

（１）事業目的

一 般 国 道 ４ ７ ４ 号 三 遠 南 信 自 動 車 道
全 体 位 置 図

一般国道４７４号三遠南信自動車道は、長野県飯田市を起

点とし、静岡県浜松市に至る延長約１００kmの高規格幹線道

路です。

本事業の一般国道４７４号三遠南信自動車道は、中央自動

車道、新東名高速道路と連絡し、奥三河、遠州、南信州地域

を通過する重要な路線で、飯喬道路、小川路峠道路、青崩峠

道路、佐久間道路・三遠道路からなる自動車専用道路であり、

下記の４点を主な目的として事業を推進しています。

①広域ネットワークの構築 ②災害に強い道路機能の確保

③救急医療活動の支援 ④地域活性化の支援

一般国道４７４号三遠南信自動車道は、長野県飯田市を起

点とし、静岡県浜松市に至る延長約１００kmの高規格幹線道

路です。

本事業の一般国道４７４号三遠南信自動車道は、中央自動

車道、新東名高速道路と連絡し、奥三河、遠州、南信州地域

を通過する重要な路線で、飯喬道路、小川路峠道路、青崩峠

道路、佐久間道路・三遠道路からなる自動車専用道路であり、

下記の４点を主な目的として事業を推進しています。

①広域ネットワークの構築 ②災害に強い道路機能の確保

③救急医療活動の支援 ④地域活性化の支援

さんえんなんしん

－ １ －

さんえんなんしん

ながの いいだ

しずおか はままつ

いいだか おがわじとうげ あおくずれとうげ

さ く ま さんえん



標 準 断 面 図

（２）計画概要

●事業名 ：一般国道４７４号 三遠南信自動車道

●起終点 ：（起点）長野県飯田市山本

（終点）静岡県浜松市北区引佐町東黒田

●延長 ：約１００ｋｍ

●道路規格 ：第１種第３級（飯喬道路の一部、佐久間道路・三遠道路）

第１種第４級（飯喬道路の一部、青崩峠道路）

●設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ（飯喬道路の一部、佐久間道路・三遠道路）

６０ｋｍ／ｈ（飯喬道路の一部、青崩峠道路）

●車線数 ：４車線（飯喬道路の一部）

２車線（飯喬道路の一部、青崩峠道路、佐久間道路・三遠道路）

●事業名 ：一般国道４７４号 三遠南信自動車道

●起終点 ：（起点）長野県飯田市山本

（終点）静岡県浜松市北区引佐町東黒田

●延長 ：約１００ｋｍ

●道路規格 ：第１種第３級（飯喬道路の一部、佐久間道路・三遠道路）

第１種第４級（飯喬道路の一部、青崩峠道路）

●設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ（飯喬道路の一部、佐久間道路・三遠道路）

６０ｋｍ／ｈ（飯喬道路の一部、青崩峠道路）

●車線数 ：４車線（飯喬道路の一部）

２車線（飯喬道路の一部、青崩峠道路、佐久間道路・三遠道路）

－ ２ －

さんえんなんしん

ながの いいだ やまもと

土工部
しずおか はままつ きたく いなさちょう

飯喬道路 青崩峠道路 佐久間道路・三遠道路

起終点 起点 長野県飯田市

山本

長野県飯田市

南信濃八重河内

静岡県浜松市天竜区

佐久間町川合

終点 長野県下伊那郡

喬木村氏乗

静岡県浜松市天竜区

水窪町奥領家

静岡県浜松市北区

引佐町東黒田

事業化 平成４年度 昭和５８年度 平成５年度

用地着手年度 平成７年度 平成２３年度 平成１３年度

工事着手年度 平成１０年度 平成２３年度 平成１５年度

前回の再評価 平成２１年度

（指摘事項なし：継続）

平成２１年度

（指摘事項なし：継続）

平成２１年度

（指摘事項なし：継続）

全体事業費 １，３５４億円 ４８０億円 １，５００億円

いいだか あおくずれとうげ さくま さんえん

いいだ

やまもと

いいだ

みなみしなの やえごうち

はままつ

かわい

てんりゅう

さくまちょう

しもいな

うじのりたかぎ

はままつ

おくりょうけ

てんりゅう

みさくぼちょう

はままつ きたく

いなさちょう ひがしくろだ

ながの ながの しずおか

ながの しずおか しずおか

橋梁部

トンネル部

飯喬道路（飯田東～喬木）
青崩峠道路
佐久間道路・三遠道路

ひがしくろだ



－ ３ －

２．費用対効果分析及び前回評価時との比較表：飯喬道路

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
事業費＋維持管理費

○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
１８２６億円 ＋ １５８億円 ＋ ２７億円

１４２５億円 ＋ ７４億円

２０１１億円
＝

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

◇Ｂ／Ｃ（残事業） ＝ ＝

走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

＝
５８０億円 ＋ ４１億円 ＋ １３億円 ６３４億円

４０３億円 ＋ ５３億円

１４９９億円

４５５億円

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較

◇前回再評価時 事業全体＝１．８ 残事業＝１．４

◇今回再評価時 事業全体＝１．３ 残事業＝１．４

【前回再評価時からの変更点】
１．将来交通需要推計手法の改善

①生成交通量推計手法の改善（推計モデル及び将来フレーム設定を統一）
②需要推計に係る条件設定の変更（ネットワークの設定について、現況に加え、事業化済みの箇所のみを考慮）

２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２１→Ｈ２４）
３．暫定供用を考慮

■走行時間短縮便益：飯喬道路の整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）から、整備した場合の走行時間費用を減じた差額
■走行経費減少便益：飯喬道路の整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費等）から、整備した場合の

走行経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備（維持・修繕）費、車両償却費等）
■交通事故減少便益：飯喬道路の整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人的損害額、物的損害額、事故渋滞による損害額等）から、整備した

場合の交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損失：運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、交
通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的損害額及び事故渋滞による損失額）

■事業費 ：飯喬道路の整備に要する費用（工事費、用地費等）
■維持管理費 ：飯喬道路を供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、照明費等）

１．３

１．４

便益

費用



－ ４ －

２．費用対効果分析及び前回評価時との比較表：飯喬道路

事 項
前回評価

（Ｈ２１再評価）

今回評価

（Ｈ２４再評価）
備 考

全体事業費 １，３５４億円 １，３５４億円

費用対効果（Ｂ／Ｃ） １．８ １．３

事業全体 総費用（Ｃ）
１，３９９億円 １，４９９億円 ・基準年次の変更

総便益（Ｂ）
２，４９１億円 ２，０１１億円

・将来交通需要推計手法の改善
・基準年次の変更
・暫定供用を考慮

費用対効果（Ｂ／Ｃ） １．４ １．４

残事業 総費用（Ｃ）
５４０億円 ４５５億円 ・基準年次の変更

総便益（Ｂ）

７８２億円 ６３４億円

・将来交通需要推計手法の改善
・基準年次の変更
・暫定供用を考慮

事業を巡る社会情勢等

の変化

●落石、崩土等による通行制限

４９箇所（Ｈ１８～Ｈ２０)

年平均１６箇所

●落石、崩土等による通行制限

５５箇所(Ｈ２１～Ｈ２３)

年平均１８箇所

●Ｈ２２．７豪雨による孤立集落発生

事業の進捗状況 事業 ５４％

用地 ６９％

事業 ５９％

用地 ８３％



◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
事業費＋維持管理費

○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝ ＝

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

◇Ｂ／Ｃ（残事業） ＝ ＝

走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

＝

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較

◇前回再評価時 事業全体＝１．１ 残事業＝１．８

◇今回再評価時 事業全体＝２．１ 残事業＝２．６

【前回再評価時からの変更点】
１．将来交通需要推計手法の改善

①生成交通量推計手法の改善（推計モデル及び将来フレーム設定を統一）
②需要推計に係る条件設定の変更（ネットワークの設定について、現況に加え、事業化済みの箇所のみを考慮）

２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２１→Ｈ２４）
３．事業延長の変更

①13.1km→5.9km（当面整備区間に変更）

－ ５ －

２．費用対効果分析及び前回評価時との比較表：青崩峠道路

■走行時間短縮便益：青崩峠道路の整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）から、整備した場合の走行時間費用を減じた差額
■走行経費減少便益：青崩峠道路の整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費等）から、整備した場合

の走行経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備（維持・修繕）費、車両償却費等）
■交通事故減少便益：青崩峠道路の整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人的損害額、物的損害額、事故渋滞による損害額等）から、整備し

た場合の交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損失：運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害額、
交通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的損害額及び事故渋滞による損失額）

■事業費 ：青崩峠道路の整備に要する費用（工事費、用地費等）
■維持管理費 ：青崩峠道路を供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、照明費等）

２．１

２．６

便益

費用

７６９億円 ＋ ９０億円 ＋ １４億円

４００億円 ＋ １７億円

８７３億円

７６９億円 ＋ ９０億円 ＋ １４億円 ８７３億円

３１９億円 ＋ １７億円

４１８億円

３３６億円



事 項
前回評価

（Ｈ２１再評価）

今回評価

（Ｈ２４再評価）

当面整備区間（小嵐ＩＣ～水窪北ＩＣ）

備 考

全体事業費 ９３０億円 ４８０億円 ・全線整備→当面整備

費用対効果（Ｂ／Ｃ） １．１ ２．１

事業全体

総費用（Ｃ）
９５５億円 ４１８億円

・全線整備→当面整備
・基準年次の変更

総便益（Ｂ）
１，０４８億円 ８７３億円

・全線整備→当面整備
・将来交通需要推計手法の改善
・基準年次の変更

費用対効果（Ｂ／Ｃ） １．８ ２．６

残事業

総費用（Ｃ）
５７５億円 ３３６億円

・全線整備→当面整備
・基準年次の変更

総便益（Ｂ）
１，０４８億円 ８７３億円

・全線整備→当面整備
・将来交通需要推計手法の改善
・基準年次の変更

事業を巡る社会情勢等

の変化

●落石、崩土等による通行制限

１３箇所(Ｈ１８～Ｈ２０)

年平均４箇所

●落石、崩土等による通行制限

１９箇所(Ｈ２１～Ｈ２３)

年平均６箇所

●Ｈ２２．７豪雨による孤立集落発生

事業の進捗状況 事業 ２６％

用地 ０％

事業 １２％

用地 １７％

－ ６ －

２．費用対効果分析及び前回評価時との比較表：青崩峠道路



◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝
事業費＋維持管理費

○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
１，５７２億円 ＋ １４７億円 ＋ ５４億円

１，４８５億円 ＋ ８７億円

１，７７３億円
＝

※未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

◇Ｂ／Ｃ（残事業） ＝ ＝

走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益

＝
５９２億円 ＋ ４６億円 ＋ ３２億円 ６７０億円

５２６億円 ＋ ４３億円

１，５７２億円

５６９億円

○前回評価時の費用便益（Ｂ／Ｃ）との比較

◇前回再評価時 事業全体＝１．２ 残事業＝２．５

◇今回再評価時 事業全体＝１．１ 残事業＝１．２

【前回再評価時からの変更点】
１．将来交通需要推計手法の改善

①生成交通量推計手法の改善（推計モデル及び将来フレーム設定を統一）
②需要推計に係る条件設定の変更（ネットワークの設定について、現況に加え、事業化済みの箇所のみを考慮）

２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２１→Ｈ２４）

－ ７ －

２．費用対効果分析及び前回評価時との比較表：佐久間道路・三遠道路

■走行時間短縮便益：佐久間道路・三遠道路の整備がない場合の走行時間費用（所要時間×時間価値）から、整備した場合の走行時間費用を減じた差額
■走行経費減少便益：佐久間道路・三遠道路の整備がない場合の走行経費（燃料費、油脂費、タイヤ・チューブ費、車両整備費、車両償却費等）から、整備し

た場合の走行経費を減じた差額（例：燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・チューブ費、車両整備（維持・修繕）費、車両償却費等）
■交通事故減少便益：佐久間道路・三遠道路の整備がない場合の交通事故による社会的損失額（人的損害額、物的損害額、事故渋滞による損害額等）から、

整備した場合の交通事故による社会的損失額を減じた差額（交通事故による社会的損失：運転者、同乗者、歩行者に関する人的損害
額、交通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的損害額及び事故渋滞による損失額）

■事業費 ：佐久間道路・三遠道路の整備に要する費用（工事費、用地費等）
■維持管理費 ：佐久間道路・三遠道路を供用後の道路管理に要する費用（維持費、清掃費、照明費等）

１．１

１．２

便益

費用



事 項
前回評価

（Ｈ２１再評価）

今回評価

（Ｈ２４再評価）
備 考

全体事業費
１，４００億円 １，５００億円

・トンネル区間の工事費の増加

（地質状況が当初想定より悪い）

費用対効果（Ｂ／Ｃ） １．２ １．１

事業全体 総費用（Ｃ）
１，３６５億円 １，５７２億円 ・基準年次の変更

総便益（Ｂ） １，５８６億円 １，７７３億円
・将来交通需要推計手法の改善
・基準年次の変更

費用対効果（Ｂ／Ｃ） ２．５ １．２

残事業 総費用（Ｃ）
６４１億円 ５６９億円 ・基準年次の変更

総便益（Ｂ） １，５８６億円 ６７０億円
・将来交通需要推計手法の改善
・基準年次の変更

事業を巡る社会情勢等

の変化

●落石、崩土等による通行制限

１５箇所(Ｈ１８～Ｈ２０)

年平均５箇所

●落石、崩土等による通行制限

１７箇所(Ｈ２１～Ｈ２３)

年平均６箇所

事業の進捗状況 事業 ５０％

用地 ９０％

事業 ５８％

用地 ９２％

－ ８ －

２．費用対効果分析及び前回評価時との比較表：佐久間道路・三遠道路



２）事業の投資効果２）事業の投資効果

－ ９ －

３．評価の視点

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■三遠南信地域のうち、長野県と静岡県との県境付近の地域は、高速道路ネットワークが未形成の状態となっているため、高規格幹線道路のＩＣから

６０分以内に到達できない地域が存在します。

■国道１５２号の長野県と静岡県境は通行不能区間となっており、越県するには狭小道路である兵越林道※1を利用する必要があります。

そのため、飯田市から浜松市の都市間を移動する場合、国道１５１号を利用したルートで約２００分を要します。

２）事業の投資効果
■三遠南信地域すべてがＩＣアクセス６０分カバー圏域となり、飯田市から浜松市間の所要時間が約１７０分と大幅に短縮します。

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■三遠南信地域のうち、長野県と静岡県との県境付近の地域は、高速道路ネットワークが未形成の状態となっているため、高規格幹線道路のＩＣから

６０分以内に到達できない地域が存在します。

■国道１５２号の長野県と静岡県境は通行不能区間となっており、越県するには狭小道路である兵越林道※1を利用する必要があります。

そのため、飯田市から浜松市の都市間を移動する場合、国道１５１号を利用したルートで約２００分を要します。

２）事業の投資効果
■三遠南信地域すべてがＩＣアクセス６０分カバー圏域となり、飯田市から浜松市間の所要時間が約１７０分と大幅に短縮します。

①① 広域ネットワークの構築広域ネットワークの構築

１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

■高規格幹線道路ＩＣへの所要時間

県境付近の地域は高規格
幹線道路ＩＣまで６０分以

上を要する地域

■高規格幹線道路ICへの所要時間の変化
飯田市役所

浜松市役所

三遠南信自動車道
事業中区間の整備後※2

高規格幹線道路ＩＣまで

三遠南信地域全域が
６０分以内に到着

■飯田市～浜松市間の所要時間

一般道ルート
（国道151号）

約200分
三遠南信自動車道ルート

（現道活用区間あり）
約１７０分

三遠南信自動車道
事業中区間の整備後※2

飯田市～浜松市間の
所要時間が

一般道（国道151号）
ルートに比べ

約３０分短縮

一般道ルート
（国道152号
+兵越林道）
約２４０分

出典：H22道路交通センサス（昼間非混雑時旅行速度）、三遠南信自動車道：設計速度にて算出
60分カバー圏域は最寄の高規格幹線道路ICから旧市町村役場までの所要時間にて算出

※2 事業中区間：飯喬道路、青崩峠道路、佐久間道路・三遠道路が対象
出典：H22道路交通センサス（昼間非混雑時旅行速度）
60分カバー圏域は最寄の高規格幹線道路ICから旧市町村役場までの所要時間にて算出

※1 兵越林道：国道152号に並行する長野県と静岡県を越県する道路の通称（長野県側：県道南信濃水窪線、静岡県側：浜松市道水窪白倉川線）



－ １０ －

３．評価の視点
②② 災害に強い道路機能の確保災害に強い道路機能の確保

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■三遠南信自動車道の周辺の生活道路である国道や県道は、事前通行規制区間が多く存在します。

■平成２２年７月豪雨や平成２３年９月の台風１５号では、各地で落石や崩土などによる通行止めが発生し一時孤立化（旧上村・旧南信濃村）するな
ど、生活環境に大きな影響を及ぼしました。

２）事業の投資効果
■災害時においても事前通行規制区間を回避することができ、日常生活の中心地である飯田市や浜松市中心部へのアクセスが改善されます。

■三遠南信地域では災害時に相互応援を行う協定を結んでおり、災害時の広域的な防災体制がより強化されます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■三遠南信自動車道の周辺の生活道路である国道や県道は、事前通行規制区間が多く存在します。

■平成２２年７月豪雨や平成２３年９月の台風１５号では、各地で落石や崩土などによる通行止めが発生し一時孤立化（旧上村・旧南信濃村）するな
ど、生活環境に大きな影響を及ぼしました。

２）事業の投資効果
■災害時においても事前通行規制区間を回避することができ、日常生活の中心地である飯田市や浜松市中心部へのアクセスが改善されます。

■三遠南信地域では災害時に相互応援を行う協定を結んでおり、災害時の広域的な防災体制がより強化されます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

■事前通行規制区間と通行止め発生箇所

出典：長野県、愛知県、浜松市

■H22.7豪雨災害時孤立集落発生状況

979世帯2159人

一時孤立状態

２）事業の投資効果２）事業の投資効果

■三遠南信災害時相互応援協定の支援

災害時に被災都
市への越県によ

る迅速な防災
活動の支援

■H23.9台風15号災害時通行止め状況

国道１５２号（天竜区龍山）H23.9.23撮影

台風通過後も国道152号（龍山）で大型
車通行規制が続き、地域の産業や生活
に大きな影響

出典：長野県飯田建設事務所

三遠南信地域連携ビジョン：東三河、遠州、南信州地域エリアの市町村に
て設立された「三遠南信250万流域都市圏の創造」をテーマにした三遠南信
地域一体での地域づくり

※三遠南信地域連携ビジョン

「三遠南信地域連携ビジョン」※

における災害時の相互応援協定

1.救出・救護、応急復旧等に必要
な職員の派遣

2.救出、医療、防疫、施設の応急
復旧等に必要な資機材（車両を
含む。）及び物資の提供又は貸
与

3.食料、飲料水、生活必需品等の
救援物資及びその供給に必要
な資機材（車両を含む。）の提供

4.児童生徒その他被災者の一時
受入れ

5.前各号に掲げるもののほか、特
に要請のあった事項



379 382 375 370
391

300

350

400

H18 H19 H20 H21 H22

（100件）

＜三遠南信地域＞

高齢者
54.3%

新生児～成人
45.7%

＜全国平均＞

高齢者
51.0%

新生児～成人
49.0%

－ １１ －

３．評価の視点
③③ 救急医療活動の支援救急医療活動の支援

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■三遠南信地域の救急出動件数は増加しており、その搬送人員に占める高齢者の割合は全国平均に比べ高い状況です。

■三遠南信自動車道沿線地域には、第三次救急医療施設に６０分以内でたどり着けないエリアが存在しており、救命救急が困難な状況です。

２）事業の投資効果
■三遠南信自動車道事業中区間の整備※により、三遠南信地域における第三次救急医療施設への６０分カバー圏域が拡大し、約７千人（３％）増加、

南信地域では全市町村が６０分カバー圏域となるなど、高次医療サービスが向上します。

■佐久間道路・三遠道路（鳳来峡ＩＣ～浜松いなさＪＣＴ間）の開通後は搬送時間が短縮され、救急医療活動に貢献しています。

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■三遠南信地域の救急出動件数は増加しており、その搬送人員に占める高齢者の割合は全国平均に比べ高い状況です。

■三遠南信自動車道沿線地域には、第三次救急医療施設に６０分以内でたどり着けないエリアが存在しており、救命救急が困難な状況です。

２）事業の投資効果
■三遠南信自動車道事業中区間の整備※により、三遠南信地域における第三次救急医療施設への６０分カバー圏域が拡大し、約７千人（３％）増加、

南信地域では全市町村が６０分カバー圏域となるなど、高次医療サービスが向上します。

■佐久間道路・三遠道路（鳳来峡ＩＣ～浜松いなさＪＣＴ間）の開通後は搬送時間が短縮され、救急医療活動に貢献しています。

２）事業の投資効果２）事業の投資効果１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

■第三次救急医療施設への60分カバー圏域■救急出動件数の推移（三遠南信地域）

出動件数が
近年増加

■救急出動人員の内訳（H22）

出典：飯田広域消防本部救急統計
浜松市消防年報、新城市消防年報

三遠南信地域：長野県飯田市・下伊那郡、静岡県浜松
市、愛知県北設楽郡に設定

全国平均に比べ高齢者の割合が高い。

出典：飯田広域消防本部救急統計
浜松市消防年報、新城市消防年報

■第二次医療施設から第三次医療施設への搬
送回数及び短縮時間（佐久間ＩＣまで開通時）

■消防本部へのヒアリング

搬送回数：天竜消防署佐久間出張所、新城消防本部ﾋｱﾘﾝｸﾞ結果
所要時間：H22道路交通センサス（昼間非混雑時旅行速度）

三遠南信自動車道：設計速度にて算出

出典：H22道路交通センサス
（昼間非混雑時旅行速度）
三遠南信自動車道：設計速
度にて算出
60分カバー圏域は最寄の第
三次救急医療施設から
旧市町村役場までの所要時
間にて算出

三遠南信自動車
事業中区間の整備※

により第三次救急医
療施設までの

６０分カバー圏域
が拡大

新城市消防本部の声
三遠道路（鳳来峡IC～浜松いなさJCT）の開通前に

比べて、東栄病院から豊橋市民病院間の所要時間が
約１０分短縮したとともに、走行性が向上し患者さんや

運転手の運転時の負担軽減にもなっています。

※事業中区間：飯喬道路、青崩峠道路、佐久間道路・三遠道路が対象

24回搬送※

27回搬送※

佐久間病院

第二次
救急医療施設

東栄病院

第二次
救急医療施設

豊橋市民病院

第三次
救急医療施設

6回搬送
※

時間短縮約20分
（64分⇒46分）

時間短縮約10分

（44分⇒38分）

時間短縮約10分
（65分⇒60分）

※平成22年度実績

聖隷三方原病院

第三次
救急医療施設



長野県
25%

愛知県
27%

静岡県
25%

その他
23%

－１２ －

３．評価の視点
④④ 地域活性化の支援地域活性化の支援

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■三遠南信自動車道の沿線は、多くの観光資源を保有しており、観光客の半数以上は県外や域外からの来訪者です。

■観光客数は近年特に減少傾向にあり、域外からの観光客の来訪は地域活性化に重要となります。

２）事業の投資効果
■飯喬道路（飯田山本ＩＣ～天龍峡ＩＣ）の開通後、飯田市の主要な観光地である名勝天龍峡周辺では、観光客数が増加しました。

■三遠南信自動車道事業中区間の整備※によるアクセス性向上から、三遠南信自動車道沿線地域の観光施設への観光客が増加し、地域の観光産
業の活性化が期待されます。

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■三遠南信自動車道の沿線は、多くの観光資源を保有しており、観光客の半数以上は県外や域外からの来訪者です。

■観光客数は近年特に減少傾向にあり、域外からの観光客の来訪は地域活性化に重要となります。

２）事業の投資効果
■飯喬道路（飯田山本ＩＣ～天龍峡ＩＣ）の開通後、飯田市の主要な観光地である名勝天龍峡周辺では、観光客数が増加しました。

■三遠南信自動車道事業中区間の整備※によるアクセス性向上から、三遠南信自動車道沿線地域の観光施設への観光客が増加し、地域の観光産
業の活性化が期待されます。

２）事業の投資効果２）事業の投資効果１）事業を巡る社会情勢等の変化１）事業を巡る社会情勢等の変化

■三遠南信自動車道周辺の観光客の利用特性

出典：長野県観光地利用者統計調査結果、静岡県観光交流の動向
愛知県観光レクリェーション利用者統計

■三遠南信自動車道周辺の観光客の利用特性
＜遠山温泉郷（南信地域）＞

440 428 427 458 388

395 367 372 402 301

1,491 1,459 1,474 1,553
1,353

0

500

1,000

1,500

2,000
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＜東栄町花祭り（奥三河）＞

出典：東栄町提供データ
（H23.11現在）
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■名勝天龍峡周辺の県外から観光客数の推移

■飯喬道路（飯田山本IC～天龍峡IC）開通前後

の名勝天龍峡周辺の観光客内訳の変化

出典：長野県観光地利用者統計（H19・H20）

出典：長野県観光地利用者統計（H16～H22）

Ｈ20.4飯喬道路一部開通後

県外からの観光客が増加
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＜H19：１工区開通前＞ ＜H20：１工区開通後＞
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県外からの観光客割合の増加

■三遠南信自動車道周辺の
主要な観光施設
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■浜松市から遠山温泉郷
までの所要時間

三遠南信自動車道
事業中区間の整備※

により遠山郷周辺
までの所要時間が

約５０分短縮

出典：H22道路交通センサス
（昼間非混雑時旅行速度）三遠南信
自動車道：設計速度にて算出浜松市

遠山温泉郷 かぐらの湯

約80%が奥
三河地域
外から参

加

凡例
整備前
整備後

※事業中区間：飯喬道路、青崩峠道路、佐久間道路・三遠道路が対象



－ １３ －

３．評価の視点

３）事業の進捗状況

■事業進捗率は、飯喬道路：５９％、青崩峠道路：１２％、佐久間道路・三遠道路５８％（平成２３年度末）

■用地取得率は、飯喬道路：８３％、青崩峠道路：１７％、佐久間道路・三遠道路９２％（平成２３年度末）

■飯喬道路 ：全線（Ｌ＝２２．１ｋｍ）のうち、飯田山本ＩＣ～天龍峡ＩＣ間（Ｌ＝７．２ｋｍ）は、暫定２車線供用しています。

天龍峡ＩＣ～飯田東ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝７．４ｋｍ）は、工事を推進しています。

飯田東ＩＣ［仮称］～喬木ＩＣ間（Ｌ＝７．５ｋｍ）は、用地買収を推進しています。

■青崩峠道路 ：小嵐ＩＣ［仮称］～水窪北ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝５．９ｋｍ）は、用地、工事を推進しています。

■佐久間道路・三遠道路：全線（Ｌ＝２７．９ｋｍ）のうち、鳳来峡ＩＣ～浜松いなさ北ＩＣ間（Ｌ＝１３．４ｋｍ）は平成２４年３月

４日に浜松いなさ北ＩＣ～浜松いなさＪＣＴ間（Ｌ＝０．５ｋｍ）は平成２４年４月１４日に供用しています。

佐久間ＩＣ～東栄ＩＣ間（Ｌ＝６．９ｋｍ）は、工事を推進しています。

東栄ＩＣ～鳳来峡ＩＣ間（Ｌ＝７．１ｋｍ）は、調査を推進しています。

■（参考） 前回再評価時 ：

事業進捗率 飯喬道路：５４％、青崩峠道路：２６％、佐久間道路・三遠道路５０％

用地取得率 飯喬道路：６９％、青崩峠道路： ０％、佐久間道路・三遠道路９０％

３）事業の進捗状況

■事業進捗率は、飯喬道路：５９％、青崩峠道路：１２％、佐久間道路・三遠道路５８％（平成２３年度末）

■用地取得率は、飯喬道路：８３％、青崩峠道路：１７％、佐久間道路・三遠道路９２％（平成２３年度末）

■飯喬道路 ：全線（Ｌ＝２２．１ｋｍ）のうち、飯田山本ＩＣ～天龍峡ＩＣ間（Ｌ＝７．２ｋｍ）は、暫定２車線供用しています。

天龍峡ＩＣ～飯田東ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝７．４ｋｍ）は、工事を推進しています。

飯田東ＩＣ［仮称］～喬木ＩＣ間（Ｌ＝７．５ｋｍ）は、用地買収を推進しています。

■青崩峠道路 ：小嵐ＩＣ［仮称］～水窪北ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝５．９ｋｍ）は、用地、工事を推進しています。

■佐久間道路・三遠道路：全線（Ｌ＝２７．９ｋｍ）のうち、鳳来峡ＩＣ～浜松いなさ北ＩＣ間（Ｌ＝１３．４ｋｍ）は平成２４年３月

４日に浜松いなさ北ＩＣ～浜松いなさＪＣＴ間（Ｌ＝０．５ｋｍ）は平成２４年４月１４日に供用しています。

佐久間ＩＣ～東栄ＩＣ間（Ｌ＝６．９ｋｍ）は、工事を推進しています。

東栄ＩＣ～鳳来峡ＩＣ間（Ｌ＝７．１ｋｍ）は、調査を推進しています。

■（参考） 前回再評価時 ：

事業進捗率 飯喬道路：５４％、青崩峠道路：２６％、佐久間道路・三遠道路５０％

用地取得率 飯喬道路：６９％、青崩峠道路： ０％、佐久間道路・三遠道路９０％



－ １４ －

３．評価の視点

■飯喬道路

天龍峡ＩＣ～龍江ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝４．０ｋｍ）は平成２７
年度、龍江ＩＣ［仮称］～飯田東ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝３．４
ｋｍ）は平成２９年度の供用を予定しています。

■青崩峠道路

小嵐ＩＣ［仮称］～水窪北ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝５．９ｋｍ）は、
早期供用を目指しています。

■佐久間道路・三遠道路

佐久間ＩＣ［仮称］～東栄ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝６．９ｋｍ）は、
平成３０年度の供用を予定しています。

■飯喬道路

天龍峡ＩＣ～龍江ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝４．０ｋｍ）は平成２７
年度、龍江ＩＣ［仮称］～飯田東ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝３．４
ｋｍ）は平成２９年度の供用を予定しています。

■青崩峠道路

小嵐ＩＣ［仮称］～水窪北ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝５．９ｋｍ）は、
早期供用を目指しています。

■佐久間道路・三遠道路

佐久間ＩＣ［仮称］～東栄ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝６．９ｋｍ）は、
平成３０年度の供用を予定しています。

（ ２ ） 事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点（ ２ ） 事 業 の 進 捗 の 見 込 み の 視 点

一 般 国 道 ４ ７ ４ 号 三 遠 南 信 自 動 車 道
全 体 位 置 図



－ １５ －

３．評価の視点

（ ３ ） コ ス ト縮減や代替案立案等の可能性の視点（ ３ ） コ ス ト縮減や代替案立案等の可能性の視点

２）代替案立案等

■三遠南信自動車道は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、広域ネットワークの構築、災害に強
い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難で
ある。

２）代替案立案等

■三遠南信自動車道は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、広域ネットワークの構築、災害に強
い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難で
ある。

１）コスト縮減
■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

１）コスト縮減
■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。



－ １６ －

４．県・政令市への意見聴取結果

■長野県の意見

１ 本事業については、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化に寄与する、極めて重要な事業
と認識しています。事業継続を図るとともに、積極的な予算確保と早期供用に向けた事業の推進を強く要請します。

２ 事業の実施にあたっては、一層のコスト縮減に努められたい。

■長野県の意見

１ 本事業については、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化に寄与する、極めて重要な事業
と認識しています。事業継続を図るとともに、積極的な予算確保と早期供用に向けた事業の推進を強く要請します。

２ 事業の実施にあたっては、一層のコスト縮減に努められたい。

＜飯喬道路＞＜飯喬道路＞

■長野県の意見

１ 本事業については、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化に寄与する、極めて重要な事
業と認識しています。事業継続を図るとともに、積極的な予算確保と早期供用に向けた事業の推進を強く要請します。

２ 事業の実施にあたっては、一層のコスト縮減に努められたい。

■浜松市の意見

１ 本事業は、三遠南信地域の交流連携の推進、災害に強いまちづくり等に寄与する重要な事業です。事業を継続し、早期供用に向けて一層推
進していただきたい。

■長野県の意見

１ 本事業については、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能の確保、救急医療活動の支援、地域活性化に寄与する、極めて重要な事
業と認識しています。事業継続を図るとともに、積極的な予算確保と早期供用に向けた事業の推進を強く要請します。

２ 事業の実施にあたっては、一層のコスト縮減に努められたい。

■浜松市の意見

１ 本事業は、三遠南信地域の交流連携の推進、災害に強いまちづくり等に寄与する重要な事業です。事業を継続し、早期供用に向けて一層推
進していただきたい。

＜青崩峠道路＞＜青崩峠道路＞

■浜松市の意見

１ 本事業は、三遠南信地域の交流連携の推進、災害に強いまちづくり等に寄与する重要な事業です。事業を継続し、早期供用に向けて一層推
進していただきたい。

■愛知県の意見

１ 「対応方針（原案）」に対して異議ありません。

一般国道４７４号三遠南信自動車道（佐久間道路・三遠道路）は、東名高速道路や新東名高速道路と連絡することで、広範な交流ネットワー
ク形成に資するとともに、医療機関への搬送路として、また災害時には緊急輸送道路としての役割を果たす重要な高規格幹線道路である。そ
のため、本年度から用地調査・用地買収に着手する東栄ＩＣ（仮称）～鳳来峡ＩＣ間については早期に供用時期を明確にするとともに、佐久間ＩＣ
（仮称）～東栄ＩＣ（仮称）についても、工事を推進し、一日も早い全線開通をお願いしたい。

なお、事業実施にあたりましては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。

■浜松市の意見

１ 本事業は、三遠南信地域の交流連携の推進、災害に強いまちづくり等に寄与する重要な事業です。事業を継続し、早期供用に向けて一層推
進していただきたい。

■愛知県の意見

１ 「対応方針（原案）」に対して異議ありません。

一般国道４７４号三遠南信自動車道（佐久間道路・三遠道路）は、東名高速道路や新東名高速道路と連絡することで、広範な交流ネットワー
ク形成に資するとともに、医療機関への搬送路として、また災害時には緊急輸送道路としての役割を果たす重要な高規格幹線道路である。そ
のため、本年度から用地調査・用地買収に着手する東栄ＩＣ（仮称）～鳳来峡ＩＣ間については早期に供用時期を明確にするとともに、佐久間ＩＣ
（仮称）～東栄ＩＣ（仮称）についても、工事を推進し、一日も早い全線開通をお願いしたい。

なお、事業実施にあたりましては、一層のコスト縮減など、より効率的な事業推進に努められるようお願いしたい。

＜佐久間道路・三遠道路＞＜佐久間道路・三遠道路＞



（２）事業の進捗の見込みの視点

■飯喬道路：天龍峡ＩＣ～龍江ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝４．０ｋｍ）は平成２７年度、龍江ＩＣ［仮称］～飯田東ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝３．４ｋｍ）は平成２９年度の供用を予定して
います。

■青崩峠道路：小嵐ＩＣ［仮称］～水窪北ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝５．９ｋｍ）は、早期供用を目指しています。

■佐久間道路・三遠道路：佐久間ＩＣ［仮称］～東栄ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝６．９ｋｍ）は、平成３０年度の供用を予定しています。

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

■三遠南信自動車道は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能
の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

（２）事業の進捗の見込みの視点

■飯喬道路：天龍峡ＩＣ～龍江ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝４．０ｋｍ）は平成２７年度、龍江ＩＣ［仮称］～飯田東ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝３．４ｋｍ）は平成２９年度の供用を予定して
います。

■青崩峠道路：小嵐ＩＣ［仮称］～水窪北ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝５．９ｋｍ）は、早期供用を目指しています。

■佐久間道路・三遠道路：佐久間ＩＣ［仮称］～東栄ＩＣ［仮称］間（Ｌ＝６．９ｋｍ）は、平成３０年度の供用を予定しています。

（３）コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

■技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

■三遠南信自動車道は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、広域ネットワークの構築、災害に強い道路機能
の確保、救急医療活動の支援、地域活性化の支援など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難である。

－ １７ －

５．対応方針（原案）
平成２１年度の事業評価監視委員会から一定期間（３年間）が経過したことから、以下の３つの視点で再評価を行いました。

（１）事業の必要性等に関する視点

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■国道１５２号の長野県と静岡県境は通行不能区間となっており、越県するには狭小道路である兵越林道を利用する必要あり。そのため、飯田市から浜松市

の都市間を移動する場合、国道１５１号を利用したルートで約２００分を要する。
■平成２２年７月豪雨や平成２３年９月の台風１５号では、各地で落石や崩土などによる通行止めが発生し一時孤立化（旧上村・旧南信濃村）するなど、生活

環境に大きな影響。
■三遠南信自動車道沿線地域には、第三次救急医療施設に６０分以内でたどり着けないエリアが存在しており、救命救急が困難な状況。

■観光客数は近年特に減少傾向にあり、域外からの観光客の来訪は地域活性化に重要。

２）事業の投資効果
■三遠南信地域すべてがＩＣアクセス６０分カバー圏域となり、飯田市から浜松市間の所要時間が約１７０分と大幅に短縮。

■災害時においても事前通行規制区間を回避することができ、日常生活の中心地である飯田市や浜松市中心部へのアクセスが改善。

■三遠南信自動車道事業中区間の整備により、三遠南信地域における第三次救急医療施設への６０分カバー圏域が拡大し、約７千人（３％）増加、南信地域

では全市町村が６０分カバー圏域となるなど、高次医療サービスが向上。
■三遠南信自動車道事業中区間の整備によるアクセス性向上から、三遠南信自動車道沿線地域の観光施設への観光客が増加し、地域の観光産業の活性

化が期待。
■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 飯喬道路＝１．３、青崩峠道路＝２．１、佐久間道路・三遠道路＝１．１

３）事業の進捗状況
■事業進捗率は、飯喬道路：５９％、青崩峠道路：１２％、佐久間道路・三遠道路５８％（平成２３年度末）

■用地取得率は、飯喬道路：８３％、青崩峠道路：１７％、佐久間道路・三遠道路９２％（平成２３年度末）

（１）事業の必要性等に関する視点

１）事業を巡る社会情勢等の変化
■国道１５２号の長野県と静岡県境は通行不能区間となっており、越県するには狭小道路である兵越林道を利用する必要あり。そのため、飯田市から浜松市

の都市間を移動する場合、国道１５１号を利用したルートで約２００分を要する。
■平成２２年７月豪雨や平成２３年９月の台風１５号では、各地で落石や崩土などによる通行止めが発生し一時孤立化（旧上村・旧南信濃村）するなど、生活

環境に大きな影響。
■三遠南信自動車道沿線地域には、第三次救急医療施設に６０分以内でたどり着けないエリアが存在しており、救命救急が困難な状況。

■観光客数は近年特に減少傾向にあり、域外からの観光客の来訪は地域活性化に重要。

２）事業の投資効果
■三遠南信地域すべてがＩＣアクセス６０分カバー圏域となり、飯田市から浜松市間の所要時間が約１７０分と大幅に短縮。

■災害時においても事前通行規制区間を回避することができ、日常生活の中心地である飯田市や浜松市中心部へのアクセスが改善。

■三遠南信自動車道事業中区間の整備により、三遠南信地域における第三次救急医療施設への６０分カバー圏域が拡大し、約７千人（３％）増加、南信地域

では全市町村が６０分カバー圏域となるなど、高次医療サービスが向上。
■三遠南信自動車道事業中区間の整備によるアクセス性向上から、三遠南信自動車道沿線地域の観光施設への観光客が増加し、地域の観光産業の活性

化が期待。
■費用便益比（Ｂ／Ｃ） 事業全体の投資効率性の評価 飯喬道路＝１．３、青崩峠道路＝２．１、佐久間道路・三遠道路＝１．１

３）事業の進捗状況
■事業進捗率は、飯喬道路：５９％、青崩峠道路：１２％、佐久間道路・三遠道路５８％（平成２３年度末）

■用地取得率は、飯喬道路：８３％、青崩峠道路：１７％、佐久間道路・三遠道路９２％（平成２３年度末）

以上のことから、一般国道４７４号三遠南信自動車道の事業を継続する。


